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甘さによる身体化認知に関する実験的検討

―生理的影響と社会認知的影響の両者に着目して―

本 文 概 要

目的

身体化認知とは，判断や思考など高次な認知処理が身体の感覚や動きに基づいているという認知理論

である（Wilson, 2002）。著者は以下 2 つの問題に着目した，1 つ目の問題は今までの研究に刺激強度

を検討していなかったこと。2 つ目の問題は刺激の生理的側面と社会認知的側面の認知が相反した場合

の身体化認知効果の検討である。

方法

実験 1では溶液の甘さの強度を操作して純水群と他 3つの甘い群に分けた。実験参加者に溶液を与え

た後の対人認知を測ったところ男性写真の「幼稚―老練」評価に有意差が見られた（p=.04, η2=.13）。

中量群は有意に純水群より対象男性を老練に見えた（d=1.34）。つまり，実験参加者が中程度の甘さを

体感した後，対人認知は生理的側面の方向に歪んだ。また，中量群のみ溶液を飲んだ後の快適度が上昇

した（p=.05, Δ=.24）。重回帰分析した結果甘さの強度が因果関係を示した（R2=.10）。

実験 2では視覚刺激を操作して甘いの身体化認知を検討したが，実験計画に不備があるため失敗した。

しかし実験 2の失敗は身体化認知とワーキングメモリーの関連を示唆した。そのため著者は実験 2の修

正案として実験 3を設計した。

実験 3は説明文を操作して統制群の他 2つの群に分かれた，甘い群は写真人物が「甘い人」であると

強調し，甘くない群は写真人物が「甘くない人」であると強調した。その対人認知を調べたところ女性

写真の「浅慮―熟慮」項目に有意差が見られた（p=.01, η2=.16）。甘い群は統制群より有意に女性写

真を浅慮に見えた（d=0.97）。つまり，実験参加者に対象人物は「甘い人」と暗示た後，対人認知は社

会認知的側面に歪んだ。また，実験 1と同様気分を測定したが，快適度に有意差は見られなかった。

考察

本研究の目的は 2つある，1つ目は身体化認知の刺激強度の検討，2つ目は刺激の生理的側面と社会認

知的側面の認知が相反した場合の身体化認知効果の検討である。刺激強度は予測通り中量群のみ認知の

歪みが観測された，歪みの方向も予測通り生理的側面の影響が強かった（実験 1）が，効果量が低かっ

たため有力な証拠ではなかった。また，実験 2の失敗は身体化認知とワーキングメモリーの関連を示唆

した。実験 3の結果は実験 1と相反であったが，実験 3では快適度に変化がなかったため社会認知的影

響が強かったかもしれない。
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